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※概要（Summary）： 

カバーガラス上に電子顕微鏡用のファインダーグ

リッドをマスクとして Auスパッタを行い、グリッド

のパターンを持つ白金膜を作製した。このパターンを

利用して光学顕微鏡による鞭毛虫の一種の微生物、ク

ロロゴニウムの位置を特定する実験を行った。 

 

※実験（Experimental）： 

・利用した共用設備：スパッタ装置 
 

 光学顕微鏡用の 18☓18 mmのカバーガラス上に電

子顕微鏡用のファインダーグリッド（直径 3 mm）を

マニキュアで固定し、Au を薄くスパッタした。ファ

インダーグリッドには数字とアルファベットが記さ

れており（図１）、このパターンがカバーガラス上に

転写され、顕微鏡下で位置を特定するための目印とし

て使える。 

 

 

図１ 顕微鏡用ファインダーグリッド 

 

 

 

 

 

 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

当初の予定通りに、カバーガラス上にファインダー

グリッドのパターンが転写された。Au 膜は紫色を帯

びているために、実体顕微鏡で容易にパターンを観察

することができた。また、このパターン付きカバーガ

ラスを使い、鞭毛虫の一種、クロロゴニウムの固定化

実験を行った。グリッドのパターンを目印に、カバー

ガラス上のどの位置でクロロゴニウムが固定化され

ているか把握することができ、当初の目的は達成でき

た。 

 
※その他・特記事項（Others）： 

作製したカバーガラスの中には、一部、ファインダ

ーグリッドのパターンが不鮮明なものがあった。これ

は、グリッドのカバーガラスへの固定が不十分で、蒸

着中に振動等によりグリッドの位置がずれたことに

よって起こったと考えられ、グリッドの固定化法に改

善すべき点があると考えられる。 
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